［適用範囲］
第１　本仕様は、安堵町内において、給水装置工事等の申込み（以下「申込み」という。）をおこなうも
　　のに適用する。
［給水申込］
第２　給水装置工事を行おうとするものは、以下の図書などを添付して申込み安堵町水道事業の承認を得なければならない。
　　１．給水装置工事申込書（安堵町上水道管理所定用紙）・・・・様式１、－１
　　２．委任状・・・・様式２
　　３．誓約書・・・・様式３
　　４．建築確認通知書（建築設備図面を含む）の写し及び申請地位置図
        （ただし、建築業者名での申請は基本的に、給水申込みの受諾の保留の対象となります。）
　　５．利害関係者の同意書
        （１）給水管が第三者の所有地（私道を含む）を通過する場合には、当該所有者の同意書・公図
　　　　　　（個人名と解るもの）埋設承諾書・・・・様式４、－１
        （２）給水管が里道を通過する場合には、当該里道を管理する自治会農家組合、土地改良区等　　　　　　　　　の同意書・公図・・・・様式４
        （３）給水管が国有水面を通過する場合には、当該水路を管理する水利組合等の同意書・公図　
            　・・・・様式４
        （４）第三者の所有する給水管から支管分岐をする場合には、当該給水管所有者の同意書
           　 ・・・・様式５
        （５）その他利害関係者が生じた場合、その利害関係者の同意書
     ６．メーターの取付位置や本管からの引込み位置のわかる図面等
     ７．地下埋設物事前協議回答書写し・・・・参考資料１、２、３
　 　８．道路占用申請に必要な書類・・・・様式６、－１、－２、－３、－４
     ９．口径変更のみ申込み・・・・様式７
　　　　（１）現在使用している既設給水装置の変更届（旧メーターの最終指示数の確認と精算の為に必　　　　　　　要）及び新しく使用する給水装置の口径を小さくする場合には、その旨を明記した誓約書も　　　　　　　同時に添付する。
　 １０．その他
［納付金］
第３　承認を得たものは、以下の納付金を納めなければならない。
    （１）給水分担金・・・・安堵町水道事業給水条例施行規程による。表１
    （２）設計審査手数料・・２，０００円
　　（４）竣工検査手数料・・２，０００円
（５）臨時給水(工事用水）前受金・・安堵町水道事業給水条例第２６条による。表２

・・・・様式１－２
　           
　　表１                 　 　　 （消費税込み）              　　     表２
	
	 口　径　種
	    給 水 分 担 金
	         ※工事用水・・基本料金＋使用量＋消費税
※納付方法・・毎月請求
※φ３０mmの新規申込は受付ておりません

	
	 φ　１３mm
	　　２２０，０００
	

	
	 φ　２０mm
	　　２９７，０００
	

	
	 φ　２５mm
	　　６０５，０００
	

	
	 φ　３０mm
	１，２６５，０００
	

	
	 φ　４０mm
	２，４２０，０００
	

	
	 φ　５０mm
	３，９６０，０００
	

	
	 φ　７５mm
	５，５００，０００
	


        口径を変更（増径）する場合は、差額を徴収いたします。     　                           
    （６）その他
［特別な場合の水道料金等の報告］
第４　受水槽方式給水の集合住宅等については、給水開始までに水道料金対象戸数をまちづくり推進課に報告しなければならない。
［指定給水装置工事事業者］
第５　指定給水装置工事事業者（以下「指定工事事業者」という。）は、以下の事項に留意しなければな　　　　　らない。
　　 （１）指定給水装置工事事業者規程を遵守しなければならない。　
     （２）申込者（施主）と工事方法などについて十分な打ち合わせを行い、重複工事をさけること。
     （３）工事に際して、利害関係者があるときは、将来においても問題とならないように一切申請者側　　　  　で解決しておくこと。（同意書・誓約書等の提出）
　　（４）工事完了後は、速やかに竣工関係書類（公道部施行写真含む）を提出し検査を受けること。
         ・・・・様式８（給水経路等に変更が生じた場合は、様式１－１を再提出）
［給水装置工事］
第６　給水装置工事は、以下の事項に留意しなければならない。
　　（１）使用材料は、特に指定するもの以外は水道法施行令第４条の基準適合品でなければならない。
　　（２）指定するものとは、基準図参照とする。　
        ・施行基準 「水道法施行令第４条」抜粋
１．配水管への取付口の位置は、他の給水装置の取付口から３０センチメートル以上離れている　　　　  　こと。
２．配水管への取付口における給水管の口径は、当該給水装置による水の使用量に比し、著しく　　　　　  過大でないこと。
３．配水管の水圧に影響を及ぼすおそれのあるポンプに直接直結されていないこと。
４．水圧、土圧その他の荷重に対して充分な耐力を有し、かつ、水が汚染され、又は漏れるおそ　　　　　   れがないものであること。
５．凍結、破損、浸食等を防止するための適当な措置が講ぜられていること。
６．当該給水装置以外の水管その他の設備に直接連結されていないこと。

７．水槽、プール、流しその他水を入れ、又は受ける器具、施設等に給水する給水装置にあって

は、水の逆流を防止するための適当な措置が講ぜられていること。

２　給水装置工事主任技術者（以下「主任技術者」という。）は以下の事項に留意し現地検査をしなけれ　　　　ばならない。
　　　屋外の検査
　　　　　     １．水道メーター及びメーター用止水栓
                   ・水道メーターは、逆付け、片寄りがなく、水平に取付けられているか。
                   ・検針及び取替に支障がないか。
                   ・止水栓の操作に支障がないか。
                   ・止水栓は、逆付け及び傾きがないか。
　　　　　　　 ２．埋設深さ
                   ・所定の深さが確保されているか。
                ３．管延長
                   ・竣工図面と整合するか。
                ４．ボックス等
                   ・傾きがないか。
　　　給水管
              １．配管
                ・延長、給水器具等の位置が竣工図面と整合するか。
                ・配水管の水圧に影響を及ぼす恐れのあるポンプ等が直結されていないか。
                ・配管の口径、経路、構造等が適切であるか。
                ・水の汚染、破壊、浸食、凍結等を防止するための適切な措置がされているか。
              ２．接合　
                ・適切な接合が行われているか。
　　　　　   ３．管種
　　　　　 　  ・性能基準適合品が使用されているか。
　　　給水器具
              １．給水器具
                ・性能基準適合品が使用されているか。
              ２．接続
                ・適切な接合が行われているか。
　　　受水槽
                ・吐水口空間の確保
                ・逆流防止のための給水用具の設置、吐水口空間の確保等がされているか。
                ・吐水口と越流面等との位置関係は適正か。
　　　機能検査
                ・各給水用具はメーターを経由しているか。
                ・給水用具の吐水量及び動作状態は適切か。
        耐圧試験
                ・一定の水圧による耐圧検査で、漏水及び抜けなどはないか。
［特定給水］
第８　申請地周辺に配水管がない場合、又は有る場合でも申請物件に不足であるときは、給水装置工事申　　  込書とは別に様式９の上水道布設工事申請書を提出し下記の事柄について審査、協議を行う。
      ・給水方式（直圧方式の可否等）
          １．場所（配水管の口径、最低動水圧、配水管改良の必要性）
          ２．申請物件の規模（最高位置に設置される給水口の高さ、計画水量）
              ・量水器設置場所（地盤面、公地外を原則とする。）
              ・費用負担
              ・その他
［受水槽］
第９　受水槽方式で給水することとなる場合は、建築基準法施行令第１２９条の２の２「給水、排水、その他の配管設備の設置及び構造」に準ずること。設置規模を当課に書面にて提出する。
２　建物種類別単位給水量・使用時間・使用人員については、空気調和衛生工学会便覧に準ずること。
３　受水槽については、厚生省設計指針解説に準ずること。
４　受水槽の維持管理については、建築物における衛生的環境の確保に関する法律に準ずること。
［かし期間］
第１０　指定工事事業者は、給水装置工事竣工後１年間漏水等があった場合（第３者行為を除く）指定工　　    事事業者の責任において現状復旧するものとする。
